
                 

 

調 

査 

の 

概 

要  

義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維

持
向
上
の
観
点
か
ら
、
全
国
の
児
童
生
徒
の
学

力
や
学
習
状
況
を
把
握
・分
析
し
、
教
育
施
策

の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図

る
た
め
、
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ

の
教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の
改
善
等

に
役
立
て
る
た
め
に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

１ 

調
査
の
対
象 

・小
学
校
第
６
学
年
の
児
童 

・中
学
校
第
３
学
年
の
生
徒 

 

２ 

教
科
に
関
す
る
調
査 

 

・小
学
校
…
国
語
、
算
数 

・中
学
校
…
国
語
、
数
学 

① 
身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
後
の
学

年
等
の
学
習
内
容
に
影
響
を
及
ぼ

す
内
容
や
、
実
生
活
に
お
い
て
不
可

欠
で
あ
り
、
常
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
知

識
・技
能
等 

② 

知
識
・技
能
を
実
生
活
の
様
々
な
場

面
に
活
用
す
る
力
や
、
様
々
な
課

題
解
決
の
た
め
の
構
想
を
立
て
実
践

し
評
価
・改
善
す
る
力
等 

※ 

①
と
②
を
一
体
的
に
問
う 

３ 

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る

質
問
紙
調
査 

① 

児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査 

・学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、
学
習
環
境
、 

生
活
の
諸
側
面
等
に
関
す
る
調
査 

② 

学
校
に
対
す
る
調
査 

・学
校
に
お
け
る
指
導
方
法
に
関
す
る

取
組
や
人
的
・物
的
な
教
育
条
件
の

整
備
の
状
況
等
に
関
す
る
調
査 

 

小 

学 

校   

１ 

教
科
に
関
す
る
調
査 

○
小
学
校
で
は
、
国
語
で
全
国
を
下
回
り
、
全

道
と
同
じ
平
均
正
答
率
、
算
数
で
全
国
、
全

道
の
平
均
正
答
率
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。 

○
国
語
で
は
、
「知
識
及
び
技
能
」で
全
国
の
平

均
正
答
率
を
上
回
り
ま
し
た
が
、

「話
す
こ

と
・聞
く
こ
と
」「書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」

で
、
全
国
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。 

○
算
数
で
は
、

「数
と
計
算
」「図
形
」「測
定
」「変

化
と
関
係
」「デ
ー
タ
の
活
用
」の
全
て
で
、
全

国
の
平
均
正
答
率
を
下
回
り
ま
し
た
。 

○
北
斗
市
で
は
、
必
要
最
低
限
の
学
力
を
全
て

の
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、

「正
答
数
の
少
な
い
層
」の
底
上
げ
を
重
点
と

し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
各
教
科
の
平
均
正
答

率
が
全
国
以
上
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

「正
答
数
の
少
な
い
層
」の
割
合
は
、

少
な
い
ほ
ど
望
ま
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

今
年
度
、
小
学
校
で
は
、
国
語
で
０
・１

㌽
、
算
数
で
５
・３
㌽
、
全
国
よ
り
「正
答
数

の
少
な
い
層
」が
多
く
な
り
、
北
斗
市
が
目
指

す
目
標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

２ 

児
童
へ
の
質
問
紙
調
査 

○
学
習
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、

平
日
、
学
校
の
授
業
以
外
に
一
日
あ
た
り
一

時
間
以
上
勉
強
し
て
い
る
児
童
の
割
合
は
全

国
を
７
・２
㌽
下
回
り
、
一
時
間
以
上
ゲ
ー

ム
を
し
て
い
る
児
童
の
割
合
は
、
１
１
・３
㌽

上
回
り
ま
し
た
。
日
常
の
生
活
時
間
の
使
い

方
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
児
童
の

割
合
は
、
７
８
・３
％
で
、
依
然
と
し
て
全
国
・

全
道
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す(

全
国
８
５
・

８
％
、
全
道
８
３
・
７
％) 

。 

○
「自
分
に
は
、
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま 

北斗市内小学校各教科の平均正答率（％） 

６年生 378人 

 国 語 算 数 合 計 

北 斗 市 ６３ ６６ １２９ 

北 海 道 ６３ ６７ １３０ 

全   国 ６４.７ ７０.２ １３４.９ 

道との差 ０ －１ －１ 

全国との差 －１.７ －４.２ －５.９ 

※北斗市及び北海道の正答率は整数値で提供

されています。 

この調査は、文部科学省が幅広く全国の児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実施しています。しかし、実施教

科が小学校・中学校ともに２教科のみであることや学習指導要領の全体を網羅するものではありません。したがって、調査の結果は、児童

生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であることや、学校における教育活動の一側面に過ぎないことに留意する必要があります。こ

の結果のみで、学校や児童生徒を評価できるものではありません。 

また、北斗市教育委員会では、全国学力・学習状況調査の結果を例年のように中規模校、大規模校についてのみ公表いたします。 

今後も、学校は、保護者、地域と一体となって学力向上や学習環境の整備に取り組んでまいります。ご理解とご協力をお願いいたしま

す。 

北斗市教育委員会 

令和３年度 北斗市立小・中学校 全国学力・学習状況調査の結果をお知らせします 



  

す
か
」と
い
う
質
問
に
、
「当
て
は
ま
る
」と
回

答
し
た
割
合
は
、
２
７
・８
％
で
、
全
国
・全
道

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。 

 

自
分
の
よ
さ
を
肯
定
的
に
認
め
る
こ
と
が 

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
の
生
活
の

中
で
も
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
自
己

肯
定
感
の
高
い
子
ど
も
は
、
人
間
関
係
の
構

築
や
規
範
意
識
な
ど
で
、
良
い
傾
向
に
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
北
斗

市
小
学
校
の
調
査
で
は
、
「自
分
に
よ
い
と
こ

ろ
が
あ
る
」に
肯
定
的
な
児
童
ほ
ど
国
語
の

学
力
が
高
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。 

○
「将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
か
」と 

い
う
質
問
に
、
「持
っ
て
い
る
」と
回
答
し
た
割 

合
は
、
５
０
・０
％
で
、
全
国
・全
道
を
下
回
っ  

て
い
ま
す(

全
国
６
０
・
２
％ 

全
道
５
８
・

８
％
）。
前
回
調
査(

令
和
元
年
度)

よ
り
１
８
・

４
㌽
減
少
し
て
い
ま
す
。 

○
「学
校
に
行
く
の
は
楽
し
い
と
思
い
ま
す
か
」 

と
い
う
質
問
に
、
「当
て
は
ま
る
」と
回
答
し 

た
割
合
は
、
３
２
・０
％
で
、
全
国
・全
道
を 

下
回
っ
て
い
ま
す(

全
国
４
７
・９
％ 

全
道 

４
５
・６
％
）。
前
回
調
査(

令
和
元
年
度)

よ
り 

２
０
・３
㌽
減
少
し
て
い
ま
す
。 

３ 

学
力
向
上
の
取
組 

○
「１ 

教
科
に
関
す
る
調
査
」「２ 

児
童
への 

質
問
紙
調
査
」の
結
果
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
今
回
の
調
査
で
は
多
く
の
課
題
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
各
小
学
校
で
は
、

結
果
を
分
析
し
、
実
態
に
合
わ
せ
た
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

【
課
題
解
決
・
改
善
の
取
組
】 

①
わ
か
り
や
す
い
授
業
の
た
め
に 

 

・子
ど
も
た
ち
が
学
習
の
見
通
し
を
も
て
る
よ

う
に
、
一
単
位
時
間
の
学
習
過
程(

学
習
の
流

れ)
を
統
一
し
て
い
ま
す
。 

 

・児
童
が
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
時
間
や

場
面
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 

・学
習
す
る
こ
と
が
わ
か
り
や
す
い
、
「め
あ

て
」の
提
示
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。 

 

・学
習
意
欲
や
学
習
効
果
を
高
め
る
た
め
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器(

学
習
用
端
末)

の
有
効
活
用
に
努

め
て
い
ま
す
。 

 

・自
分
の
考
え
を
表
現
し
た
り
、
対
話
的
な
場

面
を
組
み
込
ん
だ
り
す
る
授
業
の
展
開
に
努

め
て
い
ま
す
。 

 

・教
科
に
と
ら
わ
れ
ず
、
複
数
文
章
や
資
料

を
結
び
付
け
、
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
す

る
よ
う
な
機
会
を
授
業
の
中
に
設
け
る
よ

う
、
工
夫
し
て
い
ま
す
。 

 

・授
業
の
質
を
高
め
る
た
め
、
専
科
指
導
や
少

人
数
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

・安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え

る
た
め
、
学
習
用
具
や
授
業
の
き
ま
り
の
徹

底
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

②
児
童
の
学
習
意
欲
向
上
の
た
め
に 

・基
礎
的
な
学
力
の
底
上
げ
を
目
指
し
、
朝

学
習
や
サ
ポ
ー
ト
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

・読
書
習
慣
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
朝

読
書
や
読
書
通
帳
を
活
用
し
て
い
ま
す
。 

・自
分
で
学
習
す
る
習
慣
を
育
て
る
た
め
、

「家
庭
学
習
の
手
引
き
」を
作
成
し
、
家
庭
学

習
の
や
り
方
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。 

・生
活
時
間
を
振
り
返
る
習
慣
を
育
て
る
た

め
、
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し

て
い
ま
す
。 

③
そ
の
他
の
取
組 

 

・基
礎
学
力
の
向
上
の
た
め
、
「ほ
っ
か
い
ど
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。 

 

・漢
字
への
関
心
や
習
得
意
欲
を
高
め
る
た

め
、
漢
字
検
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

・示
さ
れ
た
条
件
に
合
わ
せ
た
記
述
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
、
条
件
付
き
作
文
の
指

導
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

小学校４校の平均正答率（％） 

 国語 算数 合 計 

Ａ ５９ ６１ １２０ 

Ｂ ６７ ７２ １３９ 

Ｃ ５５ ６１ １１６ 

Ｄ ６５ ６７ １３２ 

※各校の正答率は整数値で提供さ

れています。 



 

中 

学 

校   
１ 

教
科
に
関
す
る
調
査 

○
中
学
校
で
は
、
国
語
・数
学
と
も
に
全
国
・全

道
の
平
均
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

○
国
語
で
は
、
「話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「書

く
こ
と
」「読
む
こ
と
」「伝
統
的
な
言
語
文
化

と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」の
全
て
で
、

全
国
・
全
道
の
平
均
正
答
率
を
上
回
り
ま

し
た
。 

○
数
学
で
は
、
「数
と
式
」で
、
全
校
平
均
を
下 

回
り
、
全
道
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。
「図 

形
」「関
数
」「資
料
の
活
用
」で
、
全
国
・全 

道
の
平
均
正
答
率
を
上
回
り
ま
し
た
。 

○
中
学
校
で
は
、
国
語
で
３
・７
㌽
、
数
学
で 

２
・８
㌽
、
全
国
よ
り
「正
答
数
の
少
な
い
層
」 

が
少
な
く
、
北
斗
市
が
目
指
す
目
標
を
達
成 

し
ま
し
た
。 

２ 

生
徒
へ
の
質
問
紙
調
査 

○
学
習
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、

平
日
、
学
校
の
授
業
以
外
に
一
日
あ
た
り
一

時
間
以
上
勉
強
し
て
い
る
生
徒
の
割
合
は
全

国
を
６
・９
㌽
下
回
り
、
一
時
間
以
上
ゲ
ー

ム
を
し
て
い
る
生
徒
の
割
合
は
、
９
・１
㌽
上

回
り
ま
し
た
。
中
学
生
も
学
習
時
間
が
短

く
、
ゲ
ー
ム
の
時
間
が
長
い
傾
向
が
見
ら
れ
、

日
常
の
生
活
時
間
の
使
い
方
に
課
題
が
あ
り

ま
す
。 

ま
た
、
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
生
徒
の

割
合
は
、
７
９
・０
％
で
、
依
然
と
し
て
全
国
・

全
道
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す (

全
国
８

１
・
８
％
、
全
道
８
０
・
０
％) 

。 

○
「自
分
に
は
、
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
か
」と
い
う
質
問
に
、
「当
て
は
ま
る
」と
回

答
し
た
割
合
は
、
４
２
・１
％
で
、
全
国
・全
道

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

自
分
の
よ
さ
を
肯
定
的
に
認
め
る
こ
と
が 

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
学
生
で
も
、
人
間

  

 

関
係
の
構
築
な
ど
で
、
良
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
今
回
の
北
斗
市
中
学
校
の
調
査
で
は
、

「自
分
に
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」に
肯
定
的
な

生
徒
ほ
ど
国
語
・数
学
の
学
力
が
高
い
結
果

が
出
て
い
ま
す
。 

○
「将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
か
」と 

い
う
質
問
に
、
「持
っ
て
い
る
」と
回
答
し
た
割 

合
は
、
４
３
・８
％
で
、
全
国
・全
道
を
上
回
っ  

て
い
ま
す 

(

全
国
４
０
・
５
％ 

全
道
４
０
・

１
％
）。
し
か
し
、
中
学
生
も
前
回
調
査(

令
和

元
年
度)

よ
り
６
・２
㌽
減
少
し
て
い
ま
す
。 

○
「学
校
に
行
く
の
は
楽
し
い
と
思
い
ま
す
か
」 

と
い
う
質
問
に
、
「当
て
は
ま
る
」と
回
答
し 

た
割
合
は
、
３
９
・６
％
で
、
全
国
を
下
回
り
、 

全
道
を
上
回
っ
て
い
ま
す (

全
国
４
３
・３
％
、 

全
道
３
８
・５
％
）。
こ
れ
も
前
回
調
査(

令
和 

元
年
度)

よ
り
２
・２
㌽
減
少
し
て
い
ま
す
。 

３ 

学
力
向
上
の
取
組 

○
小
学
校
同
様
、
中
学
校
で
も
明
ら
か
に
な

北斗市内中学校各教科の平均正答率（％） 

３年生 国語４０３人 数学４０４人 

 国 語 数 学 合 計 

北 斗 市 ６７ ５８ １２５ 

北 海 道 ６５ ５６ １２１ 

全   国 ６４.６ ５７.２ １２１.８ 

道との差 ＋２ ＋２ ＋４ 

全国との差 ＋２.４ ＋０.８ ＋３.２ 

※北斗市及び北海道の正答率は整数値で提供

されています。 



っ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
結
果
を
分
析

し
、
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

【
課
題
解
決
・
改
善
の
取
組
】 

①
わ
か
り
や
す
い
授
業
の
た
め
に 

・授
業
始
め
の
目
標
の
提
示
と
、
終
末
の
ま
と 

め
や
振
り
返
り
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

・一
人
一
人
が
わ
か
り
や
す
く
、
見
通
し
を 

持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
目
標
や
課
題
の
設 

定
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。 

・客
観
的
な
視
点
か
ら
授
業
を
振
り
返
り
、

わ
か
る
授
業
を
教
職
員
全
体
で
つ
く
っ
て
い
く

た
め
、
生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

・わ
か
り
や
す
い
授
業
づ
く
り
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
て
い
ま
す
。 

・「自
分
の
考
え
を
も
つ
、
考
え
を
伝
え
る
」こ

と
が
で
き
る
生
徒
の
育
成
の
た
め
、
そ
う
し
た

場
面
を
設
定
し
た
授
業
づ
く
り
を
教
科
横
断

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

・
数
学
の
図
形
指
導
で
、
視
覚
に
訴
え
る
よ

う
な
授
業
展
開
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的

に
活
用
し
て
い
ま
す
。 

・数
学
的
な
見
方
・考
え
方
を
伸
ば
す
た
め
に
、

他
者
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
り
、
交
流

し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

・数
学
科
で
習
熟
度
別
授
業
を
実
施
し
て
い 

ま
す
。 

②
生
徒
の
学
習
意
欲
向
上
の
た
め
に 

・基
礎
基
本
事
項
の
習
得
の
た
め
、
放
課
後
や

長
期
休
業
中
の
サ
ポ
ー
ト
学
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

・学
校
と
家
庭
の
学
習
を
つ
な
げ
る
た
め
、
家

庭
学
習
の
計
画
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
時
間
を

毎
日
設
定
し
て
い
ま
す
。 

・生
活
時
間
を
振
り
返
る
習
慣
を
育
て
る
た 

め
、
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し 

て
い
ま
す
。 

・学
校
行
事
や
校
外
活
動
、
外
部
講
師
に
よ 

 

る
講
話
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
経
験
の
幅
や
価 

値
観
を
ひ
ろ
げ
る
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

③
そ
の
他
の
取
組 

・基
礎
学
力
の
向
上
の
た
め
、
「ほ
っ
か
い
ど
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。 

・「北
斗
市
学
力
向
上
の
日
」に
、
１
・２
年
生

一
斉
道
徳
で
『学
ぶ
こ
と
の
意
義
』を
考
え
る

授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

・「学
び
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」を
作
成
し
、
啓
発 

活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て   

○
今
年
度
の
み
の
質
問
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
質
問
が
何
問
か
あ

り
ま
し
た
。 

○
「休
校
期
間
中
、
計
画
的
に
学
習
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
」と
い
う
質
問
に
対
し 

て
、
「当
て
は
ま
る
」と
答
え
て
い
る
児
童
生

徒
の
割
合
が
、
全
国
・全
道
を
下
回
っ
て
い
ま

す (

小
学
校 

市
２
３
・８
％ 

全
国
２
９
・

８
％
、
全
道
２
７
・５
％ 

中
学
校 

市
１
０
・

１
％ 

全
国
１
１
・３
％ 

全
道
１
０
・４
％) 

。  

○
他
に
も
、
「休
校
期
間
中
、
計
画
的
に
学
習

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
」、
「休
校

期
間
中
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
「当
て
は
ま

る
・ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま
る
」と

答
え
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
が
、
全
国
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。 

○
こ
の
結
果
か
ら
、
北
斗
市
の
子
ど
も
た
ち

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
休

校
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に  

○
「い
じ
め
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
け

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
」と
い
う
質
問
に

対
し
て
、
「当
て
は
ま
る
」と
答
え
て
い
る
児

童
生
徒
の
割
合
が
、
全
国
・全
道
を
上
回
っ
て

い
ま
す (

小
学
校 

市
８
８
・６
％ 

全
国
８

４
・
１
％
、
全
道
８
７
・
５
％ 

中
学
校
市

９
２
・１
％ 

全
国
８
１
・
４
％
、
全
道
８

３
・
７
％) 

。 

○
他
に
も
、
「友
達
と
協
力
す
る
の
は
楽
し
い
」

「友
達
と
話
し
合
う
と
き
、
友
達
の
話
や
意

見
を
最
後
ま
で
聞
く
」と
い
う
質
問
に
対
し

て
、
「当
て
は
ま
る
」と
答
え
て
い
る
児
童
生

徒
の
割
合
が
、
全
国
・全
道
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。 

○
こ
の
よ
う
に
、
北
斗
市
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、

よ
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
「ゲ
ー

ム
の
時
間
が
長
く
、
学
習
時
間
が
短
い
」と
い

っ
た
課
題
に
対
し
て
は
、
一
日
の
過
ご
し
方
、

時
間
の
使
い
方
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
小
学
生
で
低
か
っ
た
自
尊
感
情
を

高
め
る
た
め
に
は
、
が
ん
ば
っ
た
達
成
感
に

加
え
て
、
認
め
ら
れ
、
賞
賛
さ
れ
る
と
い
う

経
験
も
大
切
で
す
。 

 
 

 

北
斗
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受

け
な
が
ら
も
、
前
向
き
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
の
で
、
各
ご
家
庭
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
や

さ
し
く
寄
り
添
い
、
温
か
い
励
ま
し
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

中学校３校の平均正答率（％） 

 国語 数学 合 計 

Ａ ６１ ５３ １１４ 

Ｂ ７０ ６２ １３２ 

Ｃ ６９ ５８ １２７ 

※各校の正答率は整数値で提

供されています。 


